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北大水産業報

26(2)， 15ι168. 1975. 

夏期カムチヤツカ西岸沖合に分布す~湖河性オショロコマ
(SalvelinuB malma)について*

三島清吉"

A Biological Study of the Anadromous Dolly Varden SalvelinuB 

malma (Wa1baum) Distributed in the West Coast 0置 the

Kamchatka in Summer Season， 1972・1974・
se出.ohi脆 SHlMA料

Abstract 

It is well known thωDolly Vardenお widelydi目trib叫edin the norぬ.ern
North P加温c，p品rticularlyin the Bering Sea， the Okho旬kSe晶 andtheir叫jaωM
W乱旬開. 百1ereare many repo的自 onthe biological fe帥ureof Dolly V:紅白nof 
the fresh wa色ersysぬm，but no report on色hean品dromousfigh ofぬe開aw晶句r
Iife period. As it is said that DoIly Varden are harmful pred品旬開 forsalmon 
eggs and young fish in the ゐ'eshwater品目 well副 inthe coastal zon直 and make 
serioぺ18damage for tl羽田晶lmonidfish reωurces，も isnec倒自町yto determine the 
biological features of the Dolly Varden not only in the企倒hw晶旬rbuも晶lsoin the 
S伺 wa旬r.
The削ぬorexmained the offEhore distribution， abundance晶ndthe biological 

ch晶ractersof the anadromous Dolly Varden distributed in the和制tω舗も off
the Kamchatka in summer se錦on，1972-1974. Fishing experimen句 we即日町ried
out by the“内閣8hioMaru" one of the salmon re閉館chboats of the Go刊rnment，
using the experimenぬ1s晶lmondrift gilInet made of amilan-monofilamen旬 h肝 ing
10 different me日h曲四 i，e，:48， 55， 63， 72， 82， 93， 106， 121， 138 and 157 mm. The 
string of the experimental net ∞田i自飴dof 30 句nsof n仇 ω the number of 
each mesh size of位時間色 used3旬国 respectively.
The resul旬 obぬined町esummerized as follows: 
1). Anadromous DoIly Varden are widely distributed in the w卵色
。oas'もoffthe Kamchatka to Long. 1490E，晶 distancefrom theωωt功。ω250
miles，品ndden団地lyabundanもinthe ea崎町lyse晶乱，reaof Long. 1530E. In the 
southern陶品位回 ofLat. 510N distribution is rare. 
2). The品bund晶nceof Dolly Varden in the se晶 fiuctu乱句daIl yeぽ round，but 
the prosperou呂田e乱高on随em氾，dto be in June and July. AftωAugus色白e
晶，bundanc唱 offishes in offshore are醐 be∞mesrare abrup“y， and the ωn拘置 of 
ash di飾品utionis loc乱旬dinぬeco制ぬ1zone. The distribution p晶伽rncould be 

.北海道大学水産学部北洋研究施設業績第 72号
(Ocmtribution No. 72 Jr'剖叫 tkeRe8'ωrch 1制titute01 N ortk p，ω伊cFi8keriea， F，ωulty 01 
Fi8keriea， Hokkaido Univer8i勿)
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三島: カムチャッカ西岸沖合のオショロコマ

。晶oUsedby the ∞ω句.1movement of fi.sh going upstre晶m.
3). The migr前oryperiod of Dolly Varden seemedもobe乱.ffectedby sea 

ωn ditions. Warmer se晶∞nditionsin 1974 acceler晶飴d，阻 d∞olersea ∞ndition 
in 1972 delayed the migraもoryperiod. 
4). The range of sizes of fish caught were from 19 cmもo59 cm， and three 

modal fish groups were found， the larger and intermediate 自izegroups being 
abund品川 in June 晶ndJuly， the 目maller目izegroup being dominant in Au伊1sι
由1elarger size group disappearing mostly in Au伊1St.
5). The rel抗ionshipin the increment rate of the body weight in reg品，rdも0
出 forklength can be traced b凶，weenthe自mallersize group and .the泊ぬ，rmedi拘
size group， the former being greater th阻 theI晶，ter. It is presumed that色.he
difference inも.heincrement r叫ecould be dueω Iife hisもorybetween仕関.hw，晶ter
and鈎aw晶teraccording to畠gegroups. 
6). The sex ratio of Dolly Varden in the se晶 thefemale being usually 
dominant， and the乱.veragesex raもiobeもweenthe female andも.hemale showing 
in 59.4晶nd40.6 in percent. 

オシヨロコマは北太平洋北部，特にベーリング海・オホーツク海およびその付属水域に広く分布1ーの

することが知られている。本種は主として遊漁対象漁とされ，一部は食料や家畜餌料などに利用され

てはいるが，産業的には余り重要視されていなかった。河川或は湖沼において再生産されるが， その

成長発育の過程において，淡水域のみならず河口，治岸水域においてサケ属の卵，稚子を好んで捕食

する食性をもつことから，重要漁業対象魚であるサケ・マス資源の変動をうながすー要因として指摘

され5-8入資源の管理維持の面からも，オシヨロコマの生態を明らかにすることは極めて重要である。

オシヨロコマの生活史8-13)は，淡水で生れ生涯を淡水で終るものと 1-2年の淡水生活後降海し，

索餌，成長，成熟して再び淡水に湖上する年周期をもっ湖河性のものとに二大別される。 これまで本

種に関する研究は多くなされて来たが，これらの報告の殆んどは，淡水生活期におけるものである。

著者は，カムチヤッカ西岸に流入する河川より降海したと考えられる湖河性オシヨロコマについて.

1972-1974年の夏期，流網による漁獲試験によって得られた資料にもとづき，本種の海洋分布の特徴

およひeその生物学的特性について検討を加え，若干の知見を得たので報告する。本研究に当り，海上

における資料蒐集に御協力下さった本学部上野元一助教授，島崎健二教官， 調査船親潮丸の乗組員諸

氏に謝意、を表する。文本文の取まとめに当り J有益な御助言をいただいた本学部教授辻田時美博士に

深甚の謝意を表する。

資料および方法

本研究に用いた資料は，1972年-1974年の 6，7，8，9の各月，カムチヤッカ西岸沖合において，サケ・

マス調査船親潮丸が流刺網によって漁獲したオシヨロコマによった。調査の範聞は， 500 -560N， 149
0 

-1560Eに固まれる海域を中心とした。流網による試験漁獲は日没~日出の聞の主として夜間設網に

よる結果である。サケ・マス試験用流刺網1のとは 10種の目合即ち， 48， 55， 6il， 72， 82， 93， 106， 

121， 138および 157mmよりなり，各自合3反を連結した 30反のアミランモノフィラメント網であ

る。各年とも 8月には，前記10種の目合に更に 30，35および 42mm目合の流網各3反を加え 39反

を1セヲトとして用いた。各年の漁獲試験回数は表1に示す通りで， 1972年に 55地点.1973年およ

び 1974年にそれぞれω地点，計 175地点にのぼった。漁獲試験地点ごとに目合別漁獲尾数を記録
し，魚体測定を行なった。漁獲魚の年令，食性および成魚・未成魚等については本文ではふれなかっ

た。

-155 -



北大水産業鶏 26(2). 1975. 

Table 1. Number 01 fi8hing e叩erim仰向伽 theOkhotBk 8，ω 
初郎隅慨r8叫即時， 1972-1974.
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結果および考察

1. 海洋分布の特徴

各年の時季毎の目合別漁獲尾数を表2に示す。時季によってそれぞれの目合での漁獲尾数に若干の

変動はみられるがI 10種目合のうち 55-82mmの4種の目合による漁獲は各時季を通じて多い。 121

mm以上の目合での漁獲は少なく.157mm目合では全く擢網をみなかった。しかし8月に加えた30

-42mmなどの小さな目合では，反当 10尾余を示すこともあったが.30mm目合では漁獲されなか

った。従って本調査に用いた各種目合による漁獲は，当海域に分布する魚群の組成を大凡カパー出来

たものと考えられる。各年毎の緯度・経度 10xl 0 の害時自における流刺網1セット (30反換算〉によ

る漁獲分布を図uこ示し，時季別のオシヨロコマの海洋分布およひ・重量度についてのベる。
1972年:

6月には 149
0
Eの沖合海域にまで広く分布し，特に 153

0
E以東の海域における豊度は高<.沿岸

よりでは著しく高ヒ密度を示す海域がある。しかし7月には.153
0Eを境として，その沖合海域では

全く分布がみられず.以東海域に集中的分布を示している。 8月以降では.1540E以東にのみ分布し.

沖合海域では全く分布がみられなかった。また9月にはどの海域にも分布がみられなかった。

1973年:

6.7月ともほZ同様の分布のパターンを示し，沖合海減の豊度は低く，分布の中心は 1530E以東の
海域であった。 7月の海洋分布状態は 1972年と異なる。 8月以降は接岸海域にのみ分布しているが，

その豊度は 1972年より低い。前年同様9月には何れの地点でも分布がみられなかった。
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150・ 155-

Fig. 1. O:lfshore di目白ibutionof岨晶dromousDolIy V.紅白nin summer鴎品関nin the 
wωt∞腿色 o:lfthe Kamchatka， 1972-1974. 
Numeral自由howthe C8品目hper 30 tans of net. Parenthωized numerals show泊施。atch
in Sepぬmber.

1914年:

6月および7月の分布状態は 1913年とほ工同様であったが7月における分布は比較的沖合にまで

高い豊度を示した。しかし8月以降急激な豊度低下を示し，僅かに治岸よりの海域で低豊度の分布が

みられたのみであり. 9月には前2年同様全く分布はみられなかった。

以上の結果から，カムチヤ 7カ西岸諸河川より降海し，海洋生活に移行する湖河性オシヨロコマは，
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0・

6月には既に 149
0
E付近の距婦約 250湿の沖合にまで広く分布し， 7月にもほ£同様の分布状態を示

す。しかし8月には急激な豊度の低下と，分布域の狭小が認められ， 6，7月を盛期とする海洋生活期

間中に索餌，成長，成熟した魚群が遂次湖上期にそなえて接岸することによる現象と考えられる。

1972年7月に 1530E以西の沖合海域に全く魚群の分布をみなかったこと，および 1974年8月の接岸

海棋における極度の豊度低下を示したことについて，それぞれの年における海況との関連をみた。図

2に52
0
-30'N線上における 7月の水温の鉛直断面を示した。図によれば 1972年には水温80C以上

の表層水帯は 1530E以東の沿岸よりにのみみられ， 1973年には 1510-30'E付近までのびている。

1974年には前年より更に表層水の温暖な年であり.8
0

C以上の水帯は当緯度線上の調査点全域に拡が

っている。調査海域全般をみても， 1972年は 6，7月とも低温であったのに反し. 1974年は高水温を

示し， 1973年は両年の中位の表層水温分布であった。このように海況の年による温暖寒冷が，魚群の

分布を規制することが示唆された。

8月中旬以降より 9月中旬の間，カムチヤッカ西岸沖合以北の海域において， 同様の漁獲方法によ
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Fig. 3. Offshore distrib1泊ionof晶n晶dromou8DolIy Varden in飢unm且rse晶sonin the 
norもhernsea area of the Okhotsk Sea， 1972 and 1973. 

って得られたオシヨロコマの分布と豊度を図3に示す。温暖年である 1974年には漁獲はなく図示し

なかったが.1972. 1973年ともオホーツク海北部海域では，かなり高い豊度を示し，アムール下流域，

樺太北東沖合にも若干の分布がみとめられた。 6.7月に分布のみられるカムチヤッカ西岸沖合でも 9

月には全く分布がみられなくなることから. 6，7月の時季の北部海域， アムール下流域等にもかなり

多くのオシヨロコマの分布があるものと推定される。

a. 魚群の組成

図41<::1972年の月別の魚群の体長組成を示す。 6月には2つのモードをもっ体長群が卓越する。

28-29cmにモードをもっ体長群を中型群， 37cmにモードをもっ体長群を大型群と仮称する。 7月
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JUNE 

N-S71 

AUGUST 

N・201

FORK LENGTH (CM) 

Fig. 4. Frequency distrib凶ionof fork leng出 ofDolly Varden diotributed inぬ日
wωt∞銅色 off the K晶，mch凶k晶 inoummer， 1972. 

には 30-31cmおよび 37-38cmにモードがみられるが， 6月に出現した魚群の海洋生活による体成

長したものと考えられる。また6月にはみられなかった 23cm以下の体長群〈小型体長群と仮称)が

出現し始める。 8月には. 6.7月に卓越した大型体長群は急激な減少を示し 7月に出現し始めた小

型体長群が分布の主体をなし. 7月より若干成長したと考えられる中型群は残存するがその豊度は低

下する。

1973年の魚群の体長組成(図5)をみれば 6月には 1972年によく類似し，卓越する大型群と中

型群とによって群織成している。しかし7月には，中型群の出現頻度は低く 6月に次いで大型群が

卓越体長群となっている。前年同様この時季には小型群が出現し始め. 8月には主体群となり，残存

する中型群とで群構成し，大型群の激減がみとめられる。

1974年の体長組成(図6)は.図に示す様に前2年とは異なり. 6月における中型群のモ{ドはや

ι大きい方に偏り，大型群のモードは顕著に現われず，分散が大きい。 7月には 1972.1973年の8月

に卓越した小型群が既に出現し，中・大型の三群が同一時季にみられることと，大型群の出現頻度が

前2年同期に比べ低いことが注目される。 8月には小型群と大型群が若干みられるだけで，極度の分

布豊度の低下を示している。

3年間の時季別体長組成には，それぞれ特徴があるが.1972. 1973の同年では殆んど問機の体長群

の出現状態であるのに対して.1974年には，各時季における体長モードは大きく，しかも小型群の出

現時季が一ヶ月も早かったということ，および7月には既に大型書干の豊度低下がみられたことが注目

-160ー
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される。それぞれの体長群の卓越する時季的な推移から， カムチヤッカ西岸沖合に分布するオシヨロ

コマ魚群の回遊は，大型群が最も早く，次いで中型群が卓越し，小型群が最も遅く出現するという体

長群による回遊l順序が推定され，この回遊順序が接岸湖上の順序につながるものであろうと思われる。
年による体長群の出現時季は，その年の海洋条件によって遅れたり (1972年)或いは早められたり

(1974年)するものであることが示唆された。

3. 時季による魚群構成と sil1ma・t

夏期における魚群の空間分布の推移は，湖河性である本種の降海ー湖上の過程を示していると考え

られる。しかも魚群の回遊は，海況の温暖，寒冷の如何によって支配されることを指摘したが， 調関河

性魚であるオシヨロコマの海洋生活期における成長，成熟とも関連する環境要素として，水温，塩分

の関数である sigma-t値と時季的な豊度および魚群体長組成との関係について検討した。

図7は6月における漁業試験地点表層水の sigma-t値と，漁獲の関係を示したものである。 1972年，

1973年はほ£類似の sigma-t値の範囲における漁獲が多いが，この両年出現した体長群のモードはよ

く類似している。しかし 1974年では.25.2-25.4 (g/L)の sigma-t値で高い豊度がみられ 25.5(g/

L)以上の水帯での豊度は低い。この年の 6月は，前2年に比べ中型および大型群のモードはやム大

きい方に偏り，大型群の分散も大である。温緩年に当り降海時期が早く，寒冷な年に比べて成熟の早

い大型群が混棲していたことによるものと考えられる。 7月(図8)についてみれば，寒冷年である

1972年の分布豊度は sigma-t値の大きい水帯に高く，その範囲は. 25.0-26.0 (g/L)である。しか

し1973年は 6月に 1972年と類似の分布を示したが 7月に入り. 23. 5-24. 5 (g/L)のsigma-t
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値の小さい水帯にも分布がみられている。これは7月に中型群の出現頻度が小さく，大型群が主体を

なしたことにより.1972年との相異を示したものと考えられる。 1974年における魚群の分布範囲は，

1973年の同期とほ£類似しているが，豊度は非常に高い。この年は例年8月に卓越する小型体長群が
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7月に多く出現し，しかも中型，大型群と共に分布していたことによるものであって， sigrna-t健の

大きい水帯では小型群が，小さい水帯では中，大型群が多く分布していたことを示すものと考えられ

る。 8月における 1974年の資料は少なく省いたが，図9によれば， 1972年， 1973年とも魚群の組

成は似ており， 1972年の同期におけるより， 1973年には sigrna-t値の小さい水帯にも分布し.前年

よりも温暖な海況であったことから，河JII湖上期の早いものが多かったことを示していると考えられ
る。

この様な魚群の組成と sigrna-t値との関係は，海洋生活期における魚群の成長，成熟の段階と関連

をもつものと考えられ，サケ・マスの産卵回遊時における環境撲択16) と相通ずる現象と判断される。

物理的環境のみならず，生物的環境をも併せて，魚群の生物的諸特性との関連を追求する必要がある。

4 魚群の体成長

時季別の体長 (L)と体重 (W)の関係は指数型成長曲線を示しそれぞれ次に示す回帰式によって現

わきれる。

1972年

6月 LogW = 3. 203Log L-5.112 

7月LogW= 2. 709Log L-4.203 

8月LogW = 2.596 Log L -3.904 

1973年

6月LogW = 2.804 Log L-4. 528 

7月LogW‘=2. 878Log L-4. 648 

8月 LogW = 2.611 Loe L-3. 938 

1974年

6月 LogW = 2. 980 Log L-4. 970 

7月 LogW= 2. 862Log L-4. 564 

時季の推移に伴なう成長は図 10に示す様に各年とも 6月から 7月の聞の成長率は大きく， 7月と 8月

では顕著でない。特に体長の大きいものの成長率は小き<.小型群ほど大きい傾向がうかがわれる。

体長に対する体重の増加率について，中型群，大型群について比較した結果，両者の聞には有意な

差異は認められなかった。しかし 1972，1973年の8月および 1974年7月の海洋分布後期における小

型群と中・大型群との体重増加率を対比した結果，両者の問11:196の有意水準で差がみられた。即ち，

小型群の体長11:対する体重増加率は中・大型群よりも高いことが知られた。各年の両体長群の体重増

加率を示す回帰直線の交点は， 1912年では体長 28crn付近に， 1973年では 21crn付近に， 1974年で

は26crn付近にみられ，年次によって変曲点の体長には若干の差異がみられる。これは，その年の海

洋環境による成長テγポの早遅を示すものであると考えられる(図 11)。

以上の結果から，時季毎に出現する魚群の成長曲線は回帰式で示すことができるが，体長群閑の体

重増加率についてみれば，小型群と中・大型群とではその増加率の異なることが明らかであり， この

差異はオシヨロコマの生活史のなかで淡水期から海洋生活期に移行する初期の魚群と，淡水一海洋の

回遊周期を繰返した魚群との生活贋謄の差であり，物理的(水温)，生物的(餌料生物)環境条件の異

なる淡水生活から，海洋生活に移行した魚群の急速な成長めがうかがわれ，初回の降海回遊以後，淡

水ー海洋の生活年周期が定常的になることによって，その成長率が安定して来ることを示唆するもの

と考えられる。変曲点付近の体長を示す魚群が少なく，その年の小型群は海洋における著しい成長を

とげ，次年には中型群として出現するものであろうと推定される。本研究では年令に関する吟味を行

なわなかったが，セムコのによれば， 12のカテゴりーに及ぶとされており，それぞれの魚群の年令お
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よびその生活履歴を検討することによってこの問題がより明らかになるものと思われる.

5. 性比

体長範囲を分けた時季毎の雌雄比を表3に示す。 6月には各年とも.体長範囲を問わず雌の割合が

多く. 7月においても標本数の少ない例を除けば雌の割合が多いbしかし 8月には，小型群では継が
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多く，中型群では雄の割合が多くなっている。この時季は中・大型群の接岸期に当っており，雌が雄

より早く接岸湖上することによるものかどうかは明らかでない。各年夏期を通じてその雌雄をみれ

ば.いずれの年でも雌の割合が多く 3ヶ年平均では雌 5996に対し雄 4196である。 Armstrong12)• 

Hei'ler18)は，南東アラスカにおけるオシヨロコマの性比について雌の割合が高いことを報告してお

り，本研究の結果と近似する値を示している。文年令別に性比をみれば，若年魚ではほZ同率に近い

が，高年魚になるにつれて雌の比率が高まるとし， その一因として産卵に参加した雄が 41-6196の

死亡率であるのに対して，雌では 4.3-8.896であることを挙げている。 カムチヤッカ西岸河川を起

源とするサクラマス (Oncorhynchusmasou)にも，オシヨロコマと傾向を同じくする性比の関係が
みられると報告1η されていることは興味深い。
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Table 3. S拙 801ωleha叫geof 8ωratio of Dolly Varde叫 bygrowp 8ize 
仇抑制，mer8ω80叫， 1972-1974. 

1973 1974 

June く33 I 59.4 
56.8 

July 

6191川sn|釘 58.3 
56. 0 I 44. 0 I 284 I >36 64.4 

553iuTil引く32 54.4 
47.5 152.5 I 99 I >32 48.7 

Mean 57.6 I必.41 61. 2 60.3 

Total mean 
Female 59.4 M乱le40.6 1972-1974 

要 約

105 
228 

187 
422 

1. 夏期カムチャツカ西岸沖合K分布する湖河性オシヨロコマの海洋分布の特徴ならびにその生物

学的特性について検討した。

2. 調査は 1972-1974年の 6-8月.50o_560N. 1490_1560Eに固まれる海域を中心に行った。
漁獲試験は 10種の目合よりなる 30反 (8月は 13種 39反)のサケ・マス試験用流網によった。

3. 瀕河性オシヨロコマの海洋分布は. 6.7月に最も豊度が高く 8月以降は急激な減少を示し，

河川湖上のための接岸分布を示唆している。魚群の沖合分布の範囲は.149
0

E付近にまで達し，距岸

約 250浬の沖合にも分布することがわかった。 510N以南海域の分布は極めて少ない。
4. 魚群の沖合分布領域ならびに回遊周期の早遅は，その年の海洋条件の影響をうけるようである。

低温年 (1972年)には回遊周期がおそく，高温年 (1974年)には早い。

5. 分布する魚群の体長範囲は 19-59cmであった。 6月には大，中型群が卓越し， 7月にはこれ

に若干の小型群が加わる群構成を示している。 8月には大型群が接岸するものと思われ，卓越する小

型群と中型群が分布の主体となる。

6. 魚群の海洋生活期における成長は月聞の成長曲線に認められ，特に海洋生活初期と思われる小

型群の体重増加率は，中・大型群より大きい。

7. カムチヤッカ西岸沖合に分布する魚群の性比は，雌が多く， 5996を占めている。
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